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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はリボソーム品質管理複合体の構成要素をコードしています。コードされているタンパク質は、ユビキチンリガーゼであるリステリンによる停滞した60Sサブユニットの認識とユビキチン化を促進します。ハエでは同様のタンパク質が腫瘍抑制因子として機能します。[RefSeq提供、2016年7月]
	研究分野
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	SDCG1抗体を用いたHeLa細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NY-CO-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	NY-CO-1ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

